

































































































































































































































ナー デス[r Jナ'ー デン[r Jナ'ー





ヤン デス'ヤン × (デ‘ッシャン・マツシヤ
マス'ヤン ンの形があるか)
ン
マセン マへン
意向形(ウ) ア、ンョ
マショ マヒョ
カ デスカ デッカ
マスカ マッカ
ガナ デス'ガナ デン'ガナ
マス'ガナ マン'ガナ
* * デ、ツ'セ
* マッ'セ
いちばん右の欄が、関西方言話者の大人が「非J日常的ツー ノレとして使う
スタイノレで、ある。
'は直後の拍が低く付くことを表す。
「は直後の拍が高く付くことを表す。
[ Jに入ったものは、省略可能であることを表す。
一ー を入れた箇所は、該当の語形がないもの(デス+否定のン、その音訴防、
デ¥ンョの間協)。
*印を入れた箇所は、音訴彫の元となる形が明らかでなし、もの(デッセ・
マツセは、デス・マス+文末助詞エの可能性もあるが、音調から考えると異
なるのではないか)。
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